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第５次所沢市総合計画は一部修正により可決

所沢市議会の平成２２年第４回定例会は、１１月２９日から１２月２７日まで

開催され、平成２３年度から３０年度までの８年を計画期間とする 「第５次

所沢市総合計画」を中心に審議が行われました。審議に当たっては、議長

を除く全議員が参加した特別委員会が設置されましたが、一部修正案に

ついては全会一致、修正部分を除く原案については賛成多数で可決され

ました。 なお、一般会計補正予算、まちづくりセンター条例、景観条例等

その他の主な議案の概要については、下記をご参照ください。
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● 平成２２年度所沢市一般会計補正予算

○用地購入事業・土地開発公社買戻分 （約10億9千円）

当初予算に計上されていなかった普通交付税を財源に

東部クリーンセンター等8箇所分の繰上償還を行うもの。

○生活保護扶助事業 （約6億3200万円）・・・生活保護世帯

の著しい増加によるもの（今年度末見込みは、2948世帯）。

● 市職員の給与等に関する条例等の一部改正

人事院勧告を受け、給与・期末手当等を引下げるもの。

影響額は、合計で約2億4千万円（１人当り、約9万4千円）。

● 所沢市まちづくりセンター条例の制定・・・本年4月より

出張所機能と公民館の生涯学習機能にコミュニティ推進

機能を加えた「まちづくりセンター」を全地区に整備する。

● 所沢市ひと・まち・みどりの景観条例の制定

良好な景観形成の実現を目指して制定。本年7月施行。

○ 平成23年度からの所沢市における総合的かつ計画

的な行政運営を図るための基本構想、および基本構想

を実現するための施策体系や方針、主要事業などを定

める前期基本計画について策定するもの。第４次計画

では、計画期間が10年とされていたが、急激な社会情

勢の変化に対応しやすく、市長任期にも沿ったものと

するため、本計画より期間は8年間となった。

○ 平成21年3月定例会において、議会の議決すべき

事件を定める条例が制定されたことを受け、基本構想

のみならず、基本計画についても議会の議決事件と

なり、今定例会の特別委員会および各分科会による審

査が３日間にわたり、集中的に行われた。

○ 基本構想では、「所沢発 みどりと笑顔にあふれる

自立都市」を将来都市像に掲げ、地域コミュニティの

醸成、所沢ブランドの創造と地域経済の活性化など４

項目を総合的に取り組む重点課題としている。

【主な議案の概要について】

次回定例会は、２月２２日（火）からの予定です。

● 「第５次総合計画」の策定について
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【自動販売機業者を公募し、財源の確保を！】

【民間企業との人事交流のさらなる推進を！】

荻野泰男 ・・・（１）学校給食における地元農産物の利用率と残菜率との相関関係について

の認識は？ 食育の観点から、生産者との交流を図ることは有意義ではないか？ （２）一流

のシェフが給食予算内で地元農産物等を取り入れたメニューを作成・調理し、児童生徒との

交流活動を行う「スーパー給食」の実施を本市でも検討してはどうか？内野学校教育部長

・・・（１）地場産野菜を使用することで、子どもたちが生産者の顔を意識し、残食が減る効果

はあると思う。生産者との交流は農業や食に対する知識を身に

つける上で大変意義がある。（２） 「スーパー給食」については、

すでに実施した他市の状況や効果等を調査してみたい。

【一流シェフを招いた“スーパー給食”の実施検討を！】

荻野泰男・・・本年度、本市から（株）資生堂に派遣されている

職員がいるが、その意義や成果についての認識は？ 来年度

以降も派遣研修を継続すべきであると考えるが、市の見解は?

笹原総合政策部長・・・当該職員は派遣先において、採用・

研修担当として業務に従事している。 民間企業の経営手法や

人材育成制度について学ぶことは当該職員はもとより、本市に

とっても有意義なものと考えている。 来年度以降も派遣研修を

実施する方向で先方の会社と調整しているところである。

荻野泰男・・・市有施設内の自動販売機設置に関しては、新たな

自主財源の確保の面だけでなく、設置業者の公平性等も考慮

し、公募制の導入は必須のことであると考える。 本市においても

まずは試行的にでも公募制を導入すべきではないか？

当摩市長・・・今後新しい施設等に自動販売機が設置される際、

公募による入札が可能な場合には実施でき

るよう関係各課に指示していきたいと

考えている。

古川参議院議員
からのメッセージ

荻野泰男議員とは、若手改革
派の仲間として大変親しくさ
せて頂いております。荻野議
員には、海外経験に基づい
た広い視点から、新しい時代
の日本の地方政
治を創っていって
頂けるものと思い
ます。ともに頑張
りましょう！

地域の皆様のご協力ありがとうございました！
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大日堂交差点近くに
カーブミラーが設置されました。

市道の修繕が行われました。

古川俊治さん（参議院議員）


